
研究倫理について

情報リテラシー6th



アジェンダ（本時の学習の流れ）

１．はじめに（目標の確認）

２．導入動画「倫理の空白」

＠国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

３．インプット「中等教育向け教材」

＠公正研究推進協会｜APRIN

４．アウトプット「チェックテスト」

５．まとめとリフレクション



本時の目標

・評価【ワークシート】

項目（１）～（３）を５段階で評価する

捏造、改ざん、盗用などの不正行為を未然に
防ぐための知識と倫理観を身につける。



＜本時の学習目標＞
・この時間の最後に自分の到達度を振り返り用フォームから評価する
・評価は５段階（①低い-②やや低い-③普通-④やや高い-⑤高い）

（１）誠実な研究活動とはどのようなことであり、研究活動における
不正行為とはどのようなものであるかを理解し、説明できる。

（２）実際の不正行為の例を挙げて、これから研究をしたり、発表を

したりするときに注意すべきことを理解し、説明できる。

（３）研究を計画・実施・公開する際に注意すべきことを理解し、

説明できる。



倫理の空白Ⅲ自然科学編 広報用紹介動画（字幕なし：3分）
＠JST チャンネル

https://www.youtube.com/watch?v=CQ1BYoXDdXU&t=12s

導入

https://www.youtube.com/watch?v=CQ1BYoXDdXU&t=12s
https://www.youtube.com/watch?v=CQ1BYoXDdXU&t=12s


インプット
○中等教育向け教材＠公正研究推進協会｜APRIN

①

②



③

④



⑤

⑥
⑦



アウトプット「チェックテスト」

○フォームで実施

ワークシートを確認しながら取り組んでもよい



まとめ
○研究倫理の基本原則【重要なトピック】
誠実性，客観性，透明性，説明責任，公正性，知的財産の尊重，守秘
義務，法令・規範の遵守，社会への貢献

○特定不正行為の種類と定義を理解する
①捏造(Fabrication):
存在しないデータや研究結果を意図的に作り出す行為。

②改ざん(Falsification):
存在するデータや研究結果を意図的に修正・加工し、事実と異なる
内容にする行為。

③盗用(Plagiarism):
他の研究者のアイデア、研究方法、データ、文章などを、適切な引
用や出典表示なしに、自分の成果として発表する行為。



リフレクション

○フォームで振り返り

・項目（１）～（３）を５段階で評価する
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